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検索

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/25010a/futabakousou.html

双葉地域における中核的病院整備基本構想について

検索

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/25010a/futabakeikaku.html

双葉地域における中核的病院整備基本計画について

整備スケジュール

開院時期は、令和 11 年度以降とし、整備工程の精査などにより、できる限り早期の開院を目指す。

(2023)  (2024)    (2025)   (2026)     (2027)    (2028)       (2029～)

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度以降

基本構想

基本計画

調査、基本・実施設計

現病院解体（設計含む）

造成、建築工事（外構工事含む）

設計

中核的病院整備基本構想 中核的病院整備基本計画

※1  院 内 標 榜 ※2  二 次 救 急 や 休 日夜 間な どの急 病、 自然 災害 や原子 力災 害医 療への対応
※ 3  双 葉 地 域 の医 療体 制の整 備状 況（ 民間 医療 機関 等での診療 状況 ）を踏 まえて対 応

想定診療科

最終的には20科を想定。開院時の入院対応は、内科、外科、整形外科を想定。

内科（循環器、消化器、糖尿病、呼吸器）、総合診療科 ※1、外科、整形外科、脳神経外科、救急科※2、眼

科、泌尿器科、皮膚科、耳鼻咽喉科、産婦人科、精神科、麻酔科、放射線科、 リハビ リテー ション科、人工

透析 ※3

病床数

• 双葉郡各町村の復興計画や福島イノベーション・コースト構想等の復興関連施策を踏まえ、最終的に250床前後を想定（開院

時は100床前後を想定）。

• 急性期機能（緊急被ばく医療・RI内用療法への対応含む）、回復期機能（包括期）、感染症への対応等

経営形態

中核的病院は、公立大学法人福島県立医科大学の附属病院とする。今後は福島県立医科大学の附属病院化に向けた必要

な事項について、引き続き同大学と連携のうえ、協議・検討を行いながら、当該病院が双葉地域における地域医療の拠点として大き

な役割を果たすことができるよう着実に整備を進める。

整備場所

現在の大野病院を解体し、同敷地内に新築により整備します。

福島県大熊町大字下野上字大野地内 敷地面積（現有地）：約26,000㎡

想定延床面積：約25,400㎡

面 積 ：



医療安全週間の取組として、各病院・診療所で医療安全に関する標語を

募集し、各院で入賞した作品から選定しました。

ちょっと待て
「たぶん、だろう」に
ひそむ事故

秘密主義？
内緒の行動
危険だよ！

南会津病院 看護部 宮下病院 看護部

令和７年１月２０日（月）に「県立病院事業経営評価委員会」

を開催しました。この委員会は、県立病院の果たすべき役割等を定めた

「県立病院経営強化プラン」の進捗管理等を行うために設置しています。

当日は、令和５年度のプランの取組状況の点検・評価を行い、委員

からは各県立病院や病院局に対して、人材育成や地域連携等につい

てご意見やご助言をいただきました。

今後も、各県立病院の役割や医療機能を十分に発揮し、医療の質

の向上・経営の効率化に向けて取り組んでまいります。

医療安全週間の取組

を含む１週間を

「県立病院医療安全週間」 とし、

勤務する職員の医療安全への

理解や認識を深め、意識の向上

を図るために毎年行っています。

１１月２５日

（いい医療に向かってＧＯ）

検索

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/25010a/miyasitakihonnsekkei.html

詳しくは、ホームページをご覧ください。

経 営 評 価 委 員 会

１ ふくしま県立病院事業改革プランの取組状況について

各県立病院が、それぞれの役割や医療機能を十分に発揮し、

医療の質の向上･経営の効率化に向けて、概ね適正な取組が

行われていると認められる。

なお、県立病院が果たすべき役割を踏まえ、関係機関と連携

して人材の確保及び育成を図るとともに、地域の実情を踏まえ

た体制づくりや医療サービス向上に向けた施設の環境整備を進

めるなどして、更なる医療の質の向上及び経営効率の改善に取

り組むこと。

意見書

挾間 章博
はざま あきひろ

昨年１１月２日付で福島県病院事業管理者に就任しました挾間章博（は

ざまあきひろ）です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

県立病院の基本理念である「親切 信頼 進歩」の下、県立病院の役割であ

る「中山間地域における政策医療の提供」「先進的な精神科医療の提供」「復

興を支える医療提供体制の確保」を安定的・持続的に行えるよう、４病院１診

療所の皆さんと共に努めてまいります。

また、双葉地域における中核的病院につきましては、県立医科大学の附属病院

とすることが決定し、県と医大が連携して推進する運びとなりました。地域の皆様

の健康と医療の向上を目指し、努力を重ねてまいります。


